
ふ
も
の
で
も
ロ
傳
集
窓
十
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も

　
こ
の
兼
雅
卿
、
書
面
合
の
時
に
、
足
柄
の
な
か
に
酸
河

　
ヘ
　
　
へ

　
の
弾
歌
は
れ
し
を
、
心
意
が
娘
き
、
て
。

ご
あ
る
機
に
、
狡
義
の
心
機
ば
か
り
を
譲
ひ
舎
せ
た
も
の

で
は
な
く
、
如
何
な
る
今
様
で
も
謡
ひ
合
せ
た
も
の
で
あ

る
事
が
知
ら
れ
る
。
以
上
の
如
き
廣
狭
；
義
の
見
方
か
ら

行
く
ε
口
慰
集
を
始
め
、
郵
曲
抄
や
郵
曲
蜜
蝋
次
第
な
ご

に
於
け
る
今
標
ご
い
ふ
語
の
使
ひ
方
も
、
凡
て
到
乾
す
る

ひ
で
あ
っ
て
、
郵
曲
抄
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
郵
曲
相
承

次
第
の
如
き
も
、
今
様
こ
い
ふ
語
を
雑
藝
、
螂
曲
ε
云
ふ

語
ご
共
に
使
っ
て
、
其
廣
狡
の
二
義
を
制
載
せ
し
め
て
居

る
の
で
あ
る
。
其
他
中
世
の
書
に
は
、
凡
て
此
廣
狼
二
様

の
用
法
が
兇
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
挙
止
ぷ
べ
き
事
も
少
な
く
な
く
前
論
に
了
し
て
補
ふ
べ

き
事
も
あ
る
が
、
姑
く
叢
に
摘
筆
す
る
事
に
す
る
。
貧
弱

な
材
料
を
以
て
の
考
察
で
め
る
か
ら
、
謬
見
も
少
な
く
な

か
ら
う
ご
思
ふ
。
偏
に
大
方
の
指
激
を
仰
ぐ
。

陳
元
賛
こ

柔
道
の
始
組

　
徳
川
時
代
以
來
今
日
に
至
る
ま
で
、
蹄
化
難
陳
元
賛
を

以
そ
我
が
國
柔
滋
の
始
耐
で
あ
る
ご
云
ふ
設
が
專
ら
行
は

れ
て
居
ろ
○
此
説
に
黙
る
ど
、
陳
奉
賛
認
識
・
始
め
て
我
が

　
　
　
餓
ザ
龍
谷
　
　
　
研
　
　
究
　
　
　
跡
讐
兀
騨
以
定
目
貼
追
の
舶
即
㎜
職

文
學
士
　
下

川

潮

國
に
柔
術
ご
云
ふ
も
の
が
趨
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
其
以
前

に
は
柔
術
が
な
か
っ
た
こ
云
ふ
こ
ご
に
な
る
の
で
あ
る
。

從
っ
て
此
説
の
是
雰
如
何
は
我
が
郵
柔
道
の
鵡
原
を
決
定

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
五
　
（
二
〇
皿
）



　
　
　
第
六
僚
一
　
　
研
　
　
究
　
　
　
陳
元
斌
覚
定
柔
道
の
始
瀦
…

す
る
上
に
於
て
極
め
て
重
大
な
る
關
係
を
有
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
柔
道
史
上
是
非
共
閾
明
せ
ね
ば
な
ら
澱
研
究
問

題
の
一
で
め
る
ご
思
ふ
。
勿
論
我
が
邦
の
柔
滋
の
始
祀
に

草
す
る
説
は
決
し
て
陳
元
秘
説
の
み
に
限
ら
れ
て
居
る
で

は
な
く
、
古
く
は
武
並
槌
命
ご
建
御
名
方
今
ご
の
力
競
べ

の
紳
話
に
因
ん
で
爾
紳
を
其
始
組
ご
す
る
説
を
始
め
こ
し

或
は
野
見
宿
禰
説
、
或
は
口
本
釜
奪
説
が
あ
b
、
近
く
は

竹
内
久
盛
説
、
犬
上
永
勝
説
、
市
橋
意
見
前
説
、
僧
制
協

動
、
二
野
七
郎
右
衡
量
説
、
蔭
口
柔
心
説
、
秋
山
義
時
説

王
道
経
説
な
ざ
頗
る
多
数
に
上
）
、
我
が
郵
に
於
け
る
諸

種
の
記
録
や
柔
溢
各
流
派
の
直
書
樗
斜
な
ざ
の
中
に
記
さ

れ
、
又
は
唱
へ
ら
れ
て
居
る
も
の
は
十
船
…
も
あ
ら
う
。
併

し
な
が
ら
此
等
の
諸
説
中
に
は
、
始
め
よ
り
一
顧
の
便
麗

な
き
説
や
、
論
野
薄
溺
な
も
の
が
多
く
し
て
、
眞
面
目
に

研
究
す
べ
き
説
は
極
め
て
少
数
で
あ
る
。
而
し
て
陳
元
賛

は
此
等
の
諸
説
中
最
も
研
究
の
儂
値
を
有
す
る
一
説
で
あ

る
。
何
ん
ご
な
れ
ぽ
売
繋
説
の
要
否
如
何
に
よ
っ
て
我
が

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　

三
六
（
二
〇
六
）

邦
の
柔
撹
が
其
超
源
を
支
那
に
興
す
る
か
特
た
我
が
邦
に

画
す
る
か
を
決
定
す
る
こ
ご
に
な
る
の
み
な
ら
す
。
從
摩

柔
送
の
起
源
に
筆
を
染
め
た
我
が
歴
史
書
中
の
殆
ん
ざ
総

て
が
此
座
元
賛
説
を
採
用
し
て
居
っ
て
、
恰
か
も
我
が
國

史
上
の
定
説
の
如
き
槻
を
な
し
て
居
る
有
力
な
る
説
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
○
例
へ
ば
國
・
更
大
寒
痛
悼
、
…
倒
叙
古
本
史
、

購
本
鍛
育
史
、
古
事
類
苑
の
武
技
部
、
國
史
論
纂
所
輯
の

小
宮
由
緩
細
民
の
武
術
の
源
流
ご
云
ふ
論
文
な
ざ
の
柔
術

に
滅
す
る
記
述
は
皆
閃
電
元
賛
説
で
あ
る
○
勿
論
近
時
柔

這
家
の
中
に
陳
元
賛
よ
b
以
前
に
我
が
郵
に
は
柔
滋
が
行

は
れ
て
居
っ
た
こ
唱
へ
て
居
る
入
も
な
い
で
は
な
い
が
、

學
術
的
論
蝶
を
有
し
な
い
の
で
、
二
面
吏
界
に
は
何
等
の

反
響
も
興
へ
て
屋
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
陳
元
謀
説
は
、
何
故
に
歴
史
上
か
一
の
如
く
有

力
な
る
説
こ
な
っ
た
か
、
其
史
料
並
び
に
其
由
來
如
何
を

考
へ
て
一
価
る
ビ
、
拳
法
秘
糞
圃
ε
い
ふ
滞
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
パ
ク
　
　
　
　
　
　
へ

　
拳
、
今
世
に
所
謂
柔
術
是
也
、
武
備
志
に
是
を
手
心
聖
こ
云
、
β



　
　
こ
一
、
、
ザ

　
本
に
始
ま
る
事
は
、
近
世
雄
気
貸
こ
云
ふ
も
の
幾
重
に
來
り
居

　
　
て
江
戸
淺
府
の
國
斑
寺
に
寓
す
、
叉
浪
人
に
福
野
七
郎
右
衛
門

　
磯
貝
次
郎
左
衛
門
、
三
浦
與
次
右
衛
門
、
こ
い
ふ
も
の
、
お
な
し

　
く
彼
寺
に
寓
居
し
て
衆
寮
に
有
し
が
、
元
三
か
た
り
て
、
大
明

　
に
入
を
ミ
ら
ふ
る
術
あ
り
、
我
術
を
し
ら
す
ミ
い
へ
さ
も
、
能

　
　
ハ
ザ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　

ヘ
　
ヘ
　
へ

　
其
技
を
み
つ
る
ε
云
、
右
三
人
の
士
其
爾
を
聞
き
、
自
ら
其
技

　
を
僚
発
び
戯
卦
い
後
診
ひ
鐙
毅
減
熱
悠
か
・
鉛
郷
α
妖
，
い
か
愉

　
　
ヘ
　
へ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
右
三
人
よ
り
回
り
て
諸
方
に
あ
ま
ね
し
、
弓
術
の
理
は
柔
に
し

　
て
敵
ミ
あ
ら
そ
は
す
、
し
ば
く
勝
ん
事
を
求
め
す
、
虚
欝
を

　
要
ε
し
物
に
ふ
れ
動
か
す
、
事
あ
れ
ば
沈
で
浮
は
す
沈
を
感
ず

　
る
ミ
云
凡
調
息
を
要
ミ
す

ご
あ
る
を
以
て
初
見
の
史
料
こ
す
べ
き
や
う
で
あ
る
。
此

書
は
著
者
も
著
作
年
月
も
今
之
を
詳
か
に
す
る
こ
ビ
が
出

門
な
い
け
れ
ざ
も
、
天
和
三
年
正
月
に
貝
原
盆
軒
が
著
し

た
和
事
始
に
、
上
記
拳
法
秘
書
の
記
事
全
交
を
其
儘
轄
載

し
て
居
る
ビ
こ
ろ
か
’
ら
見
れ
ば
、
同
書
は
少
な
く
こ
も
天

和
三
年
以
前
に
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
ご
丈
け
は
確
で

あ
る
。
而
し
て
盆
軒
は
和
事
始
の
外
に
更
に
其
雄
武
訓
の

　
　
　
第
山
ハ
鋤
¢
　
　
研
　
　
究
　
　
　
肺
腰
兀
瓢
貰
ビ
柔
覇
湿
の
始
刷
帖

中
に
次
の
如
く
述
べ
て
居
る
い

　
　
　
，
も
ろ
こ
し
に
武
藝
＋
八
手
あ
O
、
日
本
に
も
武
藝
の
撒
多
し

　
　
射
干
を
先
S
し
て
云
々
（
都
町
）
叉
輝
縛
の
法
あ
り
拳
あ
の
、
拳

　
　
は
近
年
元
三
ミ
い
，
赤
中
華
人
來
化
し
て
三
三
に
て
死
す
、
跳
者

　
三
法
を
習
ひ
し
に
は
あ
ら
ざ
れ
唱
こ
も
、
此
法
中
華
に
あ
る
こ
ε

　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
を
語
る
、
き
く
入
是
を
以
て
弓
術
を
は
じ
め
て
っ
く
り
患
せ
O

　
　
，
＼
こ
》

次
で
正
徳
四
年
秋
斜
月
林
儒
如
の
序
文
を
有
す
る
日
夏
繁

高
の
本
朝
武
藝
小
口
柔
術
の
部
に
も
亦
前
記
拳
法
秘
書
の

記
事
其
儘
を
開
懇
第
【
頁
に
引
用
し
て
居
る
。
又
享
保
十

入
年
の
序
交
を
有
す
る
近
代
世
事
談
ご
云
ふ
書
中
に
も
亦

前
記
の
大
要
を
述
べ
最
後
に
「
是
本
朝
柔
術
の
始
め
也
」
ご

云
ふ
語
を
以
て
結
ん
で
居
る
。
此
「
外
漫
雨
漫
銀
、
先
哲
叢

談
、
好
古
類
纂
、
武
江
年
表
、
屍
礫
鄭
｝
考
、
野
更
、
及
び

蓮
倒
流
系
統
の
柔
滋
の
樗
書
類
な
ご
に
同
標
の
記
事
を
傳

へ
、
其
誌
面
事
を
正
保
年
中
の
こ
と
、
記
し
て
居
る
等
、

此
許
の
記
事
々
有
す
る
諸
書
は
極
め
て
多
数
で
あ
る
ウ

　
徳
川
時
代
に
湿
て
か
く
の
．
如
く
多
数
の
書
に
記
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
七
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
餓
千
山
ハ
巻
　
　
　
研
　
　
究
　
　
　
…
陳
一
日
響
定
柔
帖
氾
の
始
瀦
…

居
る
の
み
な
ら
す
、
貝
原
盆
軒
の
和
事
始
や
武
訓
の
記
事

な
ご
は
、
史
料
ε
し
て
も
相
當
の
怨
讐
を
有
す
る
も
の
定

見
る
こ
．
し
が
出
繁
る
。
何
ん
ε
な
れ
ば
盆
軒
の
和
事
始
は

天
和
三
年
彼
の
五
十
三
歳
の
時
に
著
は
し
た
も
の
で
、
陳

元
賛
の
死
後
十
二
年
目
に
出
來
だ
書
で
あ
る
，
、
又
國
正
寺

で
長
男
が
三
浪
士
へ
場
裏
を
傳
へ
た
ご
云
ふ
正
保
年
間
に

は
、
盆
軒
は
既
に
十
七
入
歳
前
後
に
達
し
て
居
り
、
鼻
聾

は
二
十
六
歳
頃
よ
り
江
戸
に
上
り
、
京
師
に
留
學
し
、

其
後
常
に
江
戸
京
師
闇
を
往
來
し
て
居
っ
た
や
う
で
あ
る

が
、
元
賛
も
亦
経
時
名
古
屋
に
本
擦
を
構
へ
て
江
戸
京
師

の
間
に
徒
賞
し
、
無
卦
の
四
馬
二
歳
の
時
、
即
寛
文
十
一

年
六
月
九
日
に
尾
州
に
於
て
波
し
た
の
で
あ
っ
て
、
三
人

は
同
晴
代
の
入
で
あ
る
ば
か
う
で
な
く
、
同
時
代
に
往
醸

し
て
居
っ
た
地
方
ま
で
賂
同
一
で
あ
っ
だ
ご
考
べ
ら
る
、

か
ら
で
あ
る
。
叉
拳
法
秘
書
は
和
事
始
な
ざ
よ
り
更
に
．

古
く
著
は
さ
れ
た
も
の
で
恐
ら
く
元
賛
の
生
存
中
に
か
、

れ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
れ
ば
陳
墨
磨
説
は
徳
川

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
入
　
（
二
〇
入
）

時
代
に
於
て
も
可
な
う
に
旨
く
信
せ
ら
れ
て
居
っ
た
も
の

で
現
代
の
歴
勢
家
が
充
分
其
事
實
を
精
査
す
る
こ
ビ
な
し

に
、
著
書
中
に
以
上
の
此
説
を
採
用
し
て
、
我
が
郵
柔
滋

の
越
源
を
彼
に
蹄
せ
し
め
た
の
も
亦
一
隻
無
理
な
ら
ぬ
こ

ご
、
思
ふ
。

　
然
ら
ば
着
筆
は
果
し
て
正
し
き
も
の
で
あ
ら
う
か
、
私

は
此
説
の
可
否
を
論
ず
る
に
先
だ
ち
、
順
序
こ
し
て
、
そ

も
ノ
＼
陳
丁
霊
ど
は
如
何
な
る
入
で
あ
る
か
を
詳
か
に
考

全
し
て
置
き
た
い
。

　
陳
官
費
は
、
平
頚
都
、
號
を
既
臼
山
入
ご
云
ひ
、
又
菊

秀
軒
（
九
十
軒
）
、
芝
山
、
升
奄
、
土
昇
、
愛
下
生
等
の
別

號
が
あ
る
。
彼
は
明
の
虎
林
（
即
今
の
翌
旦
省
の
中
に
腸

す
る
威
）
の
入
で
あ
る
が
、
我
が
元
和
七
年
辛
酉
の
春
、
漸

江
道
奉
微
使
輩
鳳
翔
に
随
っ
て
來
朝
し
た
事
が
あ
る
。
此

は
元
和
五
年
に
、
西
國
に
住
居
し
て
居
つ
玉
露
化
人
が
我

が
商
人
の
名
を
假
り
て
海
上
に
出
　
で
、
犠
本
刀
を
蜷
び
縣

太
一
服
を
抽
窟
け
、
編
建
よ
り
口
本
へ
來
側
ら
む
ご
す
る
魂
間
船
を



盗
署
し
て
海
賊
を
働
き
つ
＼
又
も
商
入
の
眞
似
を
し
て
研

本
に
露
る
も
の
が
あ
る
の
を
訴
ん
へ
が
爲
め
に
來
だ
も
の

で
あ
っ
て
、
丁
度
彼
が
三
十
五
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
此
か

ら
数
年
後
、
明
の
崇
顧
年
中
進
士
に
試
ら
れ
た
け
れ
ご

も
落
第
し
、
　
一
時
湖
北
に
流
落
し
て
居
っ
だ
が
、
蒔
幽

明
末
の
騒
働
に
際
し
て
観
を
避
け
て
我
が
國
に
來
だ
の
で

あ
る
。
そ
れ
が
明
の
崇
頑
十
一
年
卸
ち
我
が
寛
永
十
五
年

で
あ
る
か
ら
、
彼
れ
の
年
は
五
十
二
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く

先
年
軍
鳳
翔
に
随
行
し
て
來
朝
し
林
羅
山
な
ご
、
も
詩
を

作
っ
て
互
に
唱
和
し
π
こ
ご
が
あ
っ
て
、
稽
や
我
が
國
情

に
通
じ
て
居
っ
た
爲
め
に
思
ひ
つ
い
た
こ
ご
で
あ
ら
う
Q

彼
れ
は
入
朝
後
間
も
な
く
痢
を
患
っ
て
、
永
く
長
崎
に
住

し
、
後
江
戸
に
入
っ
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
時
に
尾
張
の

義
直
卿
は
幼
よ
り
文
學
を
食
み
、
駿
河
に
於
て
林
羅
山
に

師
事
し
、
後
発
儒
臣
堀
李
捲
等
を
招
き
、
大
に
浮
管
を
奪

聾
し
、
且
之
を
奨
書
し
て
居
っ
た
の
で
、
元
賢
が
支
那
人

で
あ
っ
て
嘗
て
羅
山
ご
詩
の
憾
答
な
ご
も
な
し
た
こ
ご
が

　
　
　
盤
謝
六
巷
　
　
　
研
　
究
　
　
　
隙
讐
兀
登
ミ
柔
濫
の
始
瀦
…

．
あ
る
ご
云
ふ
や
う
な
事
を
傳
へ
聞
い
た
憎
め
で
あ
ら
う
か

彼
れ
に
蘇
を
與
へ
て
聰
謝
し
だ
の
で
あ
る
。
爾
來
彼
れ
は

，
厩
米
六
＋
石
を
給
せ
ら
れ
て
桑
名
町
に
往
し
、
後
九
＋
軒

　
町
（
今
萱
屋
町
の
邊
）
に
移
り
、
寛
交
十
一
年
六
月
九
日
年

入
十
五
歳
に
し
て
熱
す
る
ま
で
此
地
に
住
し
て
居
っ
た
の

　
で
あ
る
。
名
古
屋
に
辟
さ
れ
だ
年
月
は
爾
不
明
で
あ
る
が

　
萬
治
二
年
名
古
屋
に
澱
い
ズ
深
草
の
元
号
上
人
ご
相
識
る

　
に
至
っ
た
ご
云
ふ
か
ら
、
其
よ
）
以
前
で
あ
る
こ
ご
は
勿

　
論
で
あ
る
。
樹
彼
れ
が
石
川
土
山
へ
七
つ
た
書
簡
が
詩
仙

　
堂
に
保
存
さ
れ
て
居
る
の
を
見
る
ε
、
其
書
簡
の
絡
ウ
に

　
「
石
川
丈
山
伯
受
認
下
　
戊
子
孟
阪
前
一
月
二
十
四
日

　
愛
下
生
陳
元
魯
頓
首
舞
」
　
ご
あ
る
。
叢
に
愛
下
生
ご
あ
る

　
は
彼
れ
が
名
古
屋
に
あ
り
し
こ
ご
を
謹
す
る
も
の
で
は
あ

　
る
ま
い
か
。
若
し
諮
り
ざ
す
れ
ば
、
此
手
紙
を
認
め
た
正

　
保
五
年
の
一
月
二
十
四
日
に
は
既
に
名
古
屋
に
辟
さ
れ
て

　
居
っ
た
ご
云
ふ
こ
ビ
が
轡
実
る
。
而
し
て
萬
治
二
年
、
彼

　
れ
は
愚
管
水
と
同
じ
く
我
が
邦
に
警
告
し
た
Q
其
墓
は
同

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
九
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
第
山
ハ
巻
　
　
　
窟
旧
　
究
　
　
　
騨
讐
兀
圃
賢
ミ
侃
象
轍
榊
の
三
一
甜
概

地
の
建
中
寺
に
あ
る
が
、
近
年
碑
を
立
て
、
其
略
歴
を
謝

し
て
居
る
。
元
賛
の
墓
側
に
臼
翁
織
元
の
碑
が
あ
る
が
、

是
は
其
一
子
俗
編
源
太
郎
の
墓
で
あ
っ
て
、
寳
永
二
年
九

月
二
目
破
す
ご
記
し
て
居
る
。

　
蓋
山
型
は
文
學
を
以
て
義
薩
公
の
二
面
に
備
は
り
、
多

少
は
貢
漏
す
る
所
が
あ
っ
た
で
あ
ら
う
が
、
元
來
彼
れ
の

學
力
は
進
士
の
試
験
に
も
落
弟
し
た
程
で
、
彼
の
朱
舜
水

な
ざ
に
比
す
れ
ば
同
日
の
談
で
は
な
か
っ
た
や
う
で
あ
る

毒
水
は
朱
子
學
に
精
通
し
、
人
格
識
見
共
に
高
き
人
で
あ

っ
た
が
、
元
賛
は
観
を
避
け
て
投
化
し
た
蓬
で
、
學
は
老

荘
を
好
み
、
著
は
す
所
「
老
子
蓮
考
」
一
冊
あ
る
の
み
の
や

う
で
あ
る
。
詩
文
は
元
号
上
人
ビ
唱
和
せ
る
彼
の
「
元
々

唱
和
集
」
に
凄
つ
る
隠
約
八
十
首
あ
る
が
、
是
れ
を
彼
の

濡
事
水
結
集
に
出
つ
る
も
の
に
比
ぶ
れ
ば
、
賦
質
に
於
て

も
、
優
劣
に
於
て
も
論
ず
る
に
足
ら
ぬ
や
う
で
あ
る
。
元

政
上
人
は
其
方
を
評
し
て
「
灘
に
非
す
、
儒
に
平
す
、
幽

人
に
雰
す
、
騒
人
に
催
す
、
為
し
て
灘
に
似
た
）
、
儒
に

第
ご
號

四
〇
　
（
二
一
〇
）

似
た
り
、
幽
人
に
似
た
り
、
辱
騒
入
に
似
π
り
し
ご
云
っ
て

居
り
、
又
細
井
李
洲
ε
共
に
協
力
し
て
明
倫
堂
を
興
し
、

尾
張
文
學
の
基
礎
を
定
め
聴
入
財
主
邑
は
彼
れ
を
評
し
て

「
元
賛
は
明
の
商
人
に
て
、
何
も
知
ら
ぬ
人
ビ
云
、
是
非

は
不
知
、
強
い
て
云
へ
ば
、
其
御
代
に
劉
し
て
恐
有
、
遠
慮

可
有
之
鰍
レ
ご
云
う
て
居
る
が
、
蓋
適
評
で
あ
ら
う
Q
こ

れ
ダ
要
す
る
に
、
彼
れ
は
輩
に
多
士
の
才
子
で
あ
っ
て
、

特
に
學
に
深
か
つ
だ
ε
云
ふ
繹
も
な
け
れ
ば
、
又
人
物
が

偉
ら
か
つ
π
ご
云
ふ
の
で
も
な
か
つ
淀
。
其
學
を
以
て
傳

ふ
る
も
の
が
な
く
、
藝
を
以
て
繕
せ
ら
れ
て
居
る
の
も
こ

れ
が
臨
め
で
あ
ら
う
。
曰
く
詩
、
曰
く
書
、
赴
く
拳
法
、

厳
く
陶
器
の
類
の
如
き
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
。
詩
ご
拳
法

ご
の
こ
ご
は
既
に
言
及
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
書
は
趙
子

昂
を
學
ん
で
雅
が
あ
る
ε
世
に
果
せ
ら
れ
て
居
る
’
o
陶
器

は
、
萬
治
三
年
江
戸
戸
山
に
藩
邸
が
出
豪
上
っ
た
際
、
藩

公
は
其
園
内
に
陶
窯
を
築
か
せ
て
之
を
奨
塾
せ
ら
れ
た
、

　
　
　
オ
　
フ
　
ケ

こ
れ
を
御
深
井
素
馨
は
御
庭
焼
ご
云
ふ
。
元
亀
も
亦
御
深



井
丸
■
の
窯
に
て
瀬
戸
の
土
を
用
み
て
陶
器
を
焼
き
、
其
製

法
を
舶
來
の
安
南
に
模
し
、
往
々
自
ら
書
需
を
加
へ
だ
の

で
あ
る
。
後
世
本
州
の
陶
工
其
作
を
模
し
業
を
傳
へ
て
之

を
元
賛
焼
ご
幕
し
だ
り
名
古
屋
市
史
の
産
業
編
の
ロ
絡
に

数
種
の
稗
貫
が
載
せ
て
あ
っ
て
頗
る
雅
趣
に
富
ん
だ
も
の

、
や
う
で
あ
る
。
其
他
乗
密
漁
に
は
、
「
板
ケ
ン
ビ
ン
」
ε

云
ふ
菓
子
が
尾
州
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
菓
子
も
陳
元
賛

か
ら
蓮
っ
だ
こ
記
し
て
居
る
。
叉
十
手
ご
云
ふ
刑
罰
の
具

も
亦
元
畜
の
傳
へ
た
も
の
で
あ
る
ε
云
ふ
説
が
あ
る
。
此

説
は
山
東
恩
怨
の
交
友
久
松
肪
之
ご
云
ふ
人
の
著
は
し
た

近
世
事
物
考
に
見
え
て
居
る
。
か
く
の
如
く
彼
は
頗
る
多

藝
多
趣
昧
の
入
で
あ
っ
た
に
は
賢
愚
な
・
い
が
、
其
傳
ふ
る

威
の
悉
く
が
、
果
し
て
眞
で
あ
る
か
否
か
は
禽
ほ
研
究
の

除
地
が
あ
る
ビ
思
ふ
。
要
す
る
に
、
彼
れ
は
支
那
の
蹄
化

人
で
あ
っ
て
、
．
比
較
的
世
に
其
名
を
知
ら
れ
、
且
多
藝
多

趣
昧
の
人
で
あ
っ
だ
か
ら
、
梢
や
支
那
を
爾
ぷ
の
傾
向
の

あ
っ
た
當
時
の
人
々
は
、
自
然
彼
れ
に
附
号
し
て
色
々
の

　
　
　
第
山
ハ
轡
　
　
　
研
…
　
究
　
　
　
白
柄
兀
蟹
ミ
柔
道
の
始
瀦
馳

説
を
立
つ
る
や
う
に
な
つ
だ
こ
ε
も
亦
有
勝
の
事
で
あ
ら

．
フ
。

　
余
は
本
邦
の
柔
遽
の
起
源
を
陳
斎
燈
に
求
め
る
説
の
起

っ
た
の
も
雨
露
右
の
事
情
に
因
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
本
來

は
其
以
前
既
に
我
國
に
始
ま
っ
て
居
つ
だ
我
が
柔
道
の
起

源
を
、
偶
彼
れ
が
線
描
寺
で
軍
に
彼
國
の
拳
法
の
話
を
な

し
た
こ
ご
が
あ
っ
π
の
を
幸
に
、
此
以
後
始
め
て
我
が
邦

に
柔
道
が
起
つ
た
か
の
や
う
に
彼
れ
に
附
會
し
て
説
を
立

つ
る
に
至
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
ビ
思
ふ
。
何
ε
な
れ

ば
、
當
時
は
明
治
維
新
後
の
西
洋
文
明
心
酔
時
代
ご
迄
は

行
か
す
ご
も
家
康
の
奨
學
以
來
漢
文
學
は
漸
次
隆
盛
ご
な

り
、
荻
生
租
徐
の
徒
を
始
め
一
部
の
人
々
の
中
に
は
随
分

支
那
崇
拝
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
鴇
般
に
唐
物
ご
云
へ
ば

恰
も
明
治
維
薪
後
の
三
豊
品
の
如
く
に
貴
ば
れ
た
も
の
で

甚
し
き
は
林
道
春
、
同
仁
齋
の
や
う
な
人
で
あ
っ
て
も
臆

面
も
な
く
日
本
の
始
租
を
三
太
伯
の
衛
な
り
ご
云
ふ
説
を

な
す
や
う
な
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
恐
ら
く
斯
く

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
一
　
（
一
二
一
）



　
　
　
俄
曙
六
巷
　
　
　
研
　
　
究
　
　
　
陳
元
短
N
虐
柔
道
の
始
鱗
麗

の
如
き
事
情
か
ら
拳
法
秘
書
の
著
書
が
始
め
て
柔
術
の
開

／
孤
を
愚
母
饗
に
附
製
し
て
説
を
立
て
、
以
來
、
此
説
が
盛

㌧
み
に
世
に
流
布
し
て
、
後
の
人
に
も
語
り
傳
へ
ら
れ
て
筆

ぐ
鷲
為
せ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
ヶ
。
私
は
事
實

・
上
．
此
の
鰯
ゆ
元
賛
説
が
誤
り
で
あ
っ
て
、
其
以
前
既
に
我
が

郵
に
は
、
諸
君
の
技
術
は
勿
論
、
「
や
は
ら
」
ご
云
ふ
語
聾

ま
で
確
か
に
命
各
ざ
れ
て
居
っ
た
ご
云
ふ
こ
ビ
を
謹
糠
立

て
得
惹
ご
思
ふ
◎

　
そ
れ
は
。
元
賛
が
始
め
て
三
浪
士
に
彼
國
の
拳
法
を
傳

へ
た
こ
云
ふ
正
保
年
間
よ
り
一
数
年
前
の
寛
永
十
⊥
ハ
・
年
（
元

三
入
朝
の
一
年
）
に
は
、
關
口
流
の
租
關
ロ
柔
心
ば
隔
壁

に
四
十
三
才
に
達
し
柔
の
名
人
ご
し
て
其
名
聲
を
天
下
に

噛
馳
せ
て
居
っ
て
、
㌧
紀
伊
の
頼
宣
よ
り
故
あ
っ
て
内
々
に
召

出
ざ
れ
浪
人
分
に
て
合
力
金
七
十
五
爾
宛
を
下
さ
れ
、
，
頼

宣
に
柔
を
敷
へ
て
居
つ
些
し
茸
が
、
明
ら
か
に
其
家
譜
に

見
え
て
居
っ
て
、
、
柔
心
が
元
勲
の
來
朝
以
前
よ
り
柔
の
修

行
を
し
て
居
っ
た
こ
ε
は
事
實
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
の

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
四
二
　
（
二
一
二
）

み
な
ら
す
本
朝
柔
の
始
租
を
關
ロ
柔
心
で
あ
る
ε
明
記
し

た
史
料
も
亦
た
可
な
ダ
に
多
数
見
え
て
居
る
Q
今
回
主
な

る
も
の
を
列
記
し
て
見
る
ご
、

一
、
嘉
良
墨
筆
（
武
家
名
目
抄
班
引
）
（
黒
川
羨
著
）
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
關
口
野
心
§
云
ふ
も
の
、
や
は
ら
を
遣
出
す
、
初
ば
本
多
中
書

　
に
坐
で
、
．
後
に
は
紀
州
大
納
言
殿
へ
出
づ
、
柔
心
が
仕
出
す
ゆ

　
ゑ
に
や
は
ら
ぐ
」
云
ふ
L

二
、
武
士
訓
三
（
弁
澤
幡
龍
正
徳
五
年
正
月
の
著
）

　
女
中
華
の
書
に
拳
法
手
薄
ε
あ
る
を
俗
間
や
は
ら
ミ
訓
は
大
に

　
非
な
り
。
黍
法
手
縛
は
中
華
よ
り
出
、
今
世
に
い
ふ
捕
縛
な
り

　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ゐ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
ぬ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
カ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
セ

　
柔
術
は
本
朝
に
て
近
世
紀
州
の
三
口
氏
よ
り
は
じ
ま
る
。
關
ロ

　
氏
は
古
今
の
名
入
に
て
日
本
に
其
名
高
し
L
、

三
、
倭
訓
栞
酸
廟
（
谷
川
士
清
著
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
や
は
ら
、
柔
術
な
さ
い
へ
り
、
紀
州
の
關
口
柔
心
を
蔵
ε
す
、

　
異
朝
に
は
な
き
こ
、
こ
な
り
」

四
、
瓜
巴
草
三
入
（
紬
曜
澤
杜
口
著
）

　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
マ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ
　
　
リ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
へ

　
「
柔
術
者
近
世
紀
州
の
關
口
強
心
を
麗
ミ
す
、
そ
の
子
八
郎
左
衛

・、

蜉
�
｢
の
妙
手
也
云
々
」



五
、
青
黛
園
随
筆
噌
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
「
關
口
八
郎
左
衛
門
氏
心
、
心
を
柔
術
に
置
き
思
を
精
ふ
す
る
事

　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
う
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
や
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
へ

　
幾
三
十
年
卒
に
其
旨
を
得
た
り
、
和
転
所
未
嚢
に
し
て
、
誠
に

　
不
測
の
妙
衛
な
り
、
，
或
臓
柿
野
々
謂
℃
て
柔
ぐ
、
日
ふ
、
日
疋
便
此

　
の
名
出
て
・
よ
り
借
り
て
以
て
混
ず
云
々
」

垂
れ
に
依
っ
て
見
る
ε
、
徳
川
時
代
に
於
て
は
、
一
方
面

元
貸
説
が
盛
ん
に
唱
へ
ら
れ
て
居
る
ビ
同
時
に
、
他
方
に

は
關
ロ
柔
心
説
も
亦
だ
可
な
り
盛
ん
に
唱
へ
ち
れ
て
居
っ

た
こ
ε
を
知
ら
る
。
而
し
て
そ
れ
は
恰
も
壁
代
に
於
け
る

支
那
崇
舞
舞
側
ご
國
粋
保
存
者
側
ビ
の
思
想
封
立
の
蝋
端

を
物
書
っ
て
居
る
が
如
き
槻
が
あ
っ
て
、
興
昧
が
深
い
。

兎
に
角
、
還
元
饗
説
の
外
に
關
口
乱
心
説
に
奏
す
る
史
料

が
、
か
く
の
如
仁
多
数
に
存
し
て
居
る
に
拘
ら
す
、
明
治

以
後
の
國
史
興
に
も
柔
道
界
に
も
、
陳
元
年
説
の
み
を
論

じ
て
、
吸
口
喪
心
説
に
つ
い
て
は
、
一
言
孚
句
も
言
及
す

お
も
の
が
な
か
っ
た
の
は
此
方
面
の
研
究
が
等
閑
視
さ
れ

て
居
る
ε
は
云
へ
頗
る
不
思
議
の
戚
が
す
る
の
で
あ
る
Q

　
　
　
第
六
巷
　
研
寵
　
二
元
登
定
柔
遺
の
始
麗

何
ε
な
れ
ば
關
ロ
柔
心
説
は
其
吏
料
の
贋
値
か
ら
云
っ
て

も
、
元
愛
説
の
そ
れ
に
比
し
て
さ
ま
で
愛
想
が
な
炉
か
ら

で
あ
る
。
就
中
嘉
良
喜
随
筆
は
、
黒
川
玄
逸
（
滋
紡
）
の
随
筆

で
あ
る
が
、
此
・
人
は
元
摩
安
藝
國
の
人
で
、
儒
轡
を
以
て

藩
侯
に
仕
へ
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
嘗
て
林
三
春
に
も
學

び
、
古
今
に
博
蓮
し
、
鞭
て
恩
典
に
通
湿
し
、
其
著
書
も

多
種
に
上
っ
て
居
り
、
雍
州
府
…
志
、
本
朝
…
醤
考
、
本
草
辮

疑
、
藝
備
國
郡
志
、
有
馬
志
、
梅
林
詩
後
や
本
書
な
ざ
が

あ
る
。
晩
年
に
は
京
都
に
ト
照
し
て
、
元
緑
ご
年
十
一
月

四
日
に
要
し
た
の
で
め
る
。
其
行
年
は
幾
歳
で
あ
っ
泥
か

詳
か
噛
で
な
い
け
れ
こ
も
、
．
彼
れ
が
晩
年
病
身
で
山
尽
都
に
閑

居
し
て
居
っ
た
こ
ε
や
儒
盤
ざ
し
て
は
著
書
の
可
な
少
に

多
か
っ
た
こ
ご
な
ざ
を
考
へ
A
n
す
述
、
相
當
長
命
で
あ
っ

た
や
う
に
思
は
れ
る
Q
而
し
て
彼
れ
は
陳
元
賛
の
波
後
十

．
入
墨
目
に
属
し
て
居
る
か
ら
、
元
賛
や
柔
心
ご
同
時
代
の

人
で
、
年
齢
も
著
し
き
差
異
は
な
か
つ
π
で
あ
あ
う
。
現

に
彼
れ
は
明
暦
二
年
正
月
に
波
七
元
林
蓮
春
に
學
ん
だ
こ

　
　
　
　
　
　
第
．
二
丁
　

凶
三
，
つ
二
窄
三
）



　
　
　
鱈
耀
山
ハ
巻
　
　
　
研
旧
　
究
　
　
　
陳
｝
兀
賢
ミ
柔
貼
遣
の
始
瀦
…

ご
が
あ
る
か
ら
、
元
賛
が
江
戸
の
國
正
寺
で
三
浪
士
へ
拳

・
法
を
敷
へ
た
ビ
云
ふ
正
保
頃
は
江
戸
に
あ
っ
て
里
子
に
學

ん
だ
前
後
に
あ
た
る
こ
ざ
に
な
る
。
故
に
此
人
の
著
書
の

此
時
代
に
關
す
る
記
事
は
比
較
的
諸
鐙
あ
る
も
の
こ
云
は

ね
ば
な
ら
ぬ
。
叉
武
士
訓
の
著
者
の
井
澤
蠕
龍
子
も
、
二

心
や
元
賛
の
晩
年
に
生
れ
た
人
で
あ
な
か
ら
、
叢
書
も
一

概
に
輕
干
す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
其
他
の
翁
草
や

倭
訓
栞
の
如
き
も
馨
ぼ
徳
川
中
期
の
作
ε
見
て
よ
い
か
ら

こ
れ
亦
だ
そ
れ
厚
塗
の
儂
値
を
認
む
べ
き
で
あ
る
。
此
外

山
鹿
素
行
も
亦
た
其
著
配
所
残
筆
の
中
に
幼
少
の
頃
よ
り

や
は
ら
を
習
ひ
、
奥
儀
迄
で
相
位
し
た
こ
ご
を
記
し
て
居

る
が
、
こ
れ
も
亦
た
其
記
事
の
前
後
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
正

保
以
前
の
事
で
あ
る
や
う
に
解
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。

　
以
上
述
べ
來
つ
た
事
敲
け
で
も
、
元
元
が
三
浪
士
へ
拳

法
を
傳
へ
た
ご
云
ふ
正
保
以
前
に
於
て
、
少
な
く
こ
も
關

ロ
野
心
や
山
鹿
素
行
は
既
に
柔
の
修
行
を
な
し
て
居
つ
π

の
で
あ
っ
セ
元
賛
説
の
誤
）
で
あ
る
こ
ビ
を
謹
す
る
こ
ご

　
　
　
　
　
　
策
ご
號
　
　
　
四
四
　
（
二
一
四
）

が
轡
干
る
が
余
は
最
近
更
に
元
賛
説
の
誤
り
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

三
浪
士
は
其
以
前
よ
b
既
に
柔
を
始
め
て
お
つ
淀
こ
ご
を

謹
す
べ
き
有
力
な
る
史
料
を
二
見
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
梛
生
煮
兵
衛
三
型
が
、
剣
道
の
新
誌
流
の
租
上
泉
伊
勢

守
秀
綱
、
、
租
父
柳
生
宗
巖
、
父
宗
矩
の
三
人
の
傳
へ
た
目

鎌
を
集
あ
、
此
を
比
較
列
記
し
、
且
澤
庵
和
爾
の
示
激
を

受
け
寛
永
十
九
年
二
月
筆
を
起
し
て
同
年
三
月
書
き
絡
つ

だ
新
点
流
月
見
之
傳
ε
撫
す
る
創
道
の
傳
書
が
あ
る
が
、
，

惚
薬
末
か
ら
次
の
や
う
な
記
事
を
見
出
し
元
の
で
あ
る
」

　
　
和
之
事
訪
韓
七
郎
衛
門
工
夫
ニ
ヨ
リ
目
録
ト
ス
、
此
一
流

　
良
移
心
當
和
ト
云
、

　
意
趣
ハ
我
購
｝
二
剛
弱
骨
節
有
ラ
不
レ
知
、
剛
ナ
ル
モ
ノ
ハ
偏
二
繍
…

　
卜
知
、
弱
ナ
ル
モ
ノ
目
偏
二
力
足
ラ
ス
、
先
晦
臼
、
力
不
レ
カ
、

　
邊
速
自
ニ
シ
テ
何
ラ
以
テ
秘
衛
ト
イ
ハ
ン
。
幾
千
萬
ノ
エ
夫
ラ

　
メ
グ
ラ
シ
テ
剛
ヲ
父
ト
シ
、
弱
ラ
母
ト
ス
。
拍
子
ノ
味
ヲ
以
テ

　
カ
ノ
不
ノ
巾
田
虚
～
ヲ
掌
二
悟
テ
、
…
縦
バ
枯
　
木
ハ
三
二
痛
・
し
、
楓
辮
棚
の
ノ

　
風
ニ
モ
マ
レ
テ
浮
ナ
ル
コ
ト
、
是
ラ
不
レ
知
哉
↓
於
二
末
世
一
此
萢

　
ヲ
ナ
ラ
ヒ
得
面
面
三
民
ノ
寳
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
嵐
ト
云
秘
事
ア
リ
、



風
ス
・
ン
デ
嵐
ト
也
、
無
レ
艘
無
レ
聲
音
萬
ス
、
剛
キ
モ
ノ
ニ
ハ

強
ク
ァ
タ
リ
、
弱
則
和
…
也
、
∴
風
由
牙
二
當
一
二
難
レ
ソ
小
レ
豊
破
ラ
ン
ト

　
　
　
　
ハ
ナ
ハ
ダ
シ
キ

ス
ル
ニ
其
業
甚
ナ
リ
、
土
水
風
火
ノ
得
理
此
中
二
籠
リ
、
和

キ
、
カ
エ
ッ
テ
彊
ト
ナ
ゾ
、
、
他
ノ
秘
ス
ル
事
ラ
亡
ボ
ス
意
ナ
リ

似
レ
作
γ
悪
熱
テ
善
ト
ナ
リ
、
カ
シ
コ
キ
モ
愚
ト
ナ
ス
事
秘
事
ナ

リ
、
努
々
ミ
ダ
リ
ニ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
味
う
A
ぬ
ン
デ
愼
ム
則
ン
バ
、

恥
來
ル
モ
風
ハ
ゲ
シ
ク
シ
テ
欝
…
ノ
ラ
ボ
ハ
ザ
ル
が
如
シ
、

良
移
心
當
賦

払
寵
必
角
見
、

天
地
契
葡
賛
、

身
當
之
強
弓
、

左
右
嵐
盛
勝
、

四
季
心
立
居
、

分
ツ
テ
捻
テ
孚
分

下
リ
挽
リ
、

言
上
ミ
ニ
テ
勤
m
ル
ハ
坤
縣
心
、

プ
リ
不
レ
出
懸
、

不
一
心
ラ
近
ク
、

音
図
嵐
天
地
之
間
不
弛
、
前
後
左
右
ノ
心
、
　
　
　
　
3

三
朔
一
本
依
レ
爲
二
三
國
国
魂
之
秘
術
亥
　
一
世
ニ
モ
難
レ
未
レ
弘

レ
之
、
不
γ
残
依
二
御
執
心
哨
感
二
道
相
可
三
嘆
叢
説
畢
、
敢
可
云
孚

句
不
可
省
他
意
者
也
、
傍
如
件
、

　
　
元
和
八
年
三
月
吉
日

　
第
六
春
　
　
　
研
〃
　
究
　
　
　
職
元
賢
定
柔
蹄
退
の
始
麗

　
此
コ
ノ
国
軍
巖
公
宗
矩
公
御
心
持
ノ
御
相
値
三
ヨ
リ
我
一
道
ノ

　
糞
壷
ト
シ
テ
今
二
幅
総
ヲ
サ
・
グ
タ
テ
マ
ツ
ル
也
、
中
ニ
モ
五

　
　
ツ
心
持
ノ
大
事
我
が
末
之
子
二
歩
サ
セ
テ
タ
ヒ
写

ビ
云
ふ
記
事
を
載
せ
、
併
せ
て
こ
れ
は
宗
矩
在
鋼
の
目
鎌

の
中
に
書
し
て
あ
っ
た
も
の
か
ら
轄
寓
し
た
こ
ご
を
明
に

し
て
居
る
。
今
此
三
目
鎌
を
通
治
す
る
ご
多
少
誤
爲
脱
字

な
ざ
が
あ
る
や
う
で
あ
る
け
れ
ご
も
、
・
其
述
べ
て
居
る
意

味
は
我
が
邦
柔
道
の
原
理
を
能
く
説
明
し
な
も
の
で
あ

っ
て
、
今
H
講
道
館
柔
道
の
柔
の
理
の
説
明
ε
比
較
し
て

見
て
も
、
其
言
葉
こ
そ
異
な
れ
、
意
昧
に
満
て
は
全
く
同

一
で
あ
る
。
否
柔
道
の
柔
の
原
理
は
何
日
旧
派
に
限
ら
す

皆
此
理
を
原
期
ご
し
て
成
立
っ
て
居
る
も
の
で
あ
る
。
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
も
　

同
目
録
に
其
名
総
も
既
に
良
移
心
當
和
ご
命
名
し
て
居
る

虜
か
ら
考
へ
る
ビ
、
少
な
く
ご
も
元
和
八
年
三
月
に
は
、

裁
断
の
術
理
も
、
和
（
や
は
ら
）
ビ
云
ふ
名
繕
も
、
共
に
我

が
國
に
存
在
し
て
居
っ
た
こ
ビ
を
崩
か
に
す
る
こ
と
が
出

摩
る
。
欝
此
目
録
の
初
め
に
、
是
は
七
郎
右
衛
門
の
工
夫

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
加
減
　
（
』
コ
五
）



第
山
ハ
巻
　
　
　
研
W
　
究
　
　
　
藤
鞭
兀
凝
定
脚
柔
蓮
の
始
瓢

で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
を
明
記
し
て
居
る
が
、
七
郎
右
衛
門

ご
は
そ
も
何
人
で
あ
る
か
ご
云
ふ
に
、
此
人
こ
そ
國
正
寺

に
立
て
陳
元
饗
よ
b
支
那
の
拳
法
を
傳
へ
ら
れ
た
ε
云
ふ

三
浪
士
の
一
人
輻
野
七
郎
右
衛
門
其
人
で
あ
る
。
そ
れ
は

肥
前
か
城
の
鍋
島
家
に
報
せ
ら
れ
で
居
お
寛
永
十
年
九
月

十
八
日
の
日
附
あ
る
良
移
心
仁
和
の
走
書
の
中
に
、
前
記

新
扇
流
月
見
之
傳
の
懇
末
に
あ
る
良
移
心
當
和
の
記
事
其

儘
の
文
句
が
あ
っ
て
、
唯
だ
結
尾
の
「
右
此
一
本
依
レ
璽
三

國
無
双
之
秘
術
方
嚇
一
世
ニ
モ
錐
レ
未
レ
弘
レ
之
、
不
レ
残
置
御
鉢

石
蔵
協
其
志
一
轟
轟
聖
堂
、
愚
心
云
孚
句
不
可
省
他
意
者
也
、

仮
如
件
、
」
ご
あ
る
代
り
に
「
右
此
一
豊
漁
野
七
郎
右
衛
門

常
置
直
書
也
、
難
レ
爲
嵩
親
子
兄
弟
｝
不
レ
可
一
㎜
他
見
ハ
可
レ
秘
可
レ
保

云
々
し
ご
な
っ
て
居
る
こ
芝
・
丈
け
が
違
っ
て
居
る
こ
．
ご
に
よ

h
て
之
を
参
す
る
こ
ご
が
出
血
る
。
省
此
外
起
倒
流
の
諸

書
や
直
信
流
の
調
書
系
岡
な
ざ
に
撮
っ
て
も
、
此
良
移
心

當
和
の
創
意
者
が
禧
野
七
郎
右
衛
門
た
る
こ
ざ
を
干
し
得

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
是
れ
に
糠
っ
て
見
る
ご
、
輻
野
七
郎

　
　
　
　
　
，
　
第
「
二
　
號
　
　
　
　
四
山
ハ
　
（
二
U
山
ハ
）

衛
門
は
正
保
年
中
、
霜
囲
饗
よ
）
國
正
寺
に
於
て
彼
國
の

拳
法
を
傳
へ
聞
π
ご
云
ふ
こ
ご
が
果
し
て
事
實
で
あ
っ
π

こ
し
て
も
、
彼
れ
は
そ
の
正
保
年
澗
よ
り
少
な
く
ご
為
約

二
十
年
前
の
元
和
入
電
に
和
の
術
理
を
創
撹
新
三
流
の
達

人
柳
生
宗
鼠
毛
矩
父
子
相
傳
の
創
法
の
極
位
心
持
よ
り
工

夫
創
意
し
て
、
・
銑
に
良
移
心
當
和
ご
云
ふ
名
聡
ま
で
附
サ

て
居
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
協
賛
よ
り
彼
國
の
拳
法
の

話
を
聞
い
て
後
、
始
め
て
和
を
工
夫
創
意
七
、
叢
に
我
が

漁
期
渣
の
起
源
を
作
っ
元
の
で
な
い
ざ
云
ふ
こ
ε
が
明
か

に
謹
擦
立
て
ら
る
、
。
從
っ
て
現
代
の
歴
吏
書
に
殆
ん
ご

定
説
の
如
き
観
を
な
し
て
居
る
我
が
邦
柔
溢
の
超
源
に
關

す
る
陳
元
賛
説
は
訂
正
す
べ
・
き
も
の
で
あ
る
ご
思
ふ
。

　
以
上
は
陳
姦
濫
を
以
て
我
が
邦
柔
萢
の
始
租
で
あ
る
ご

す
る
説
の
誤
り
で
あ
る
こ
ご
を
論
述
し
た
の
で
あ
る
が
、

然
ら
ば
陳
元
賛
は
我
柔
滋
史
上
全
《
懐
値
ゆ
な
い
人
に
な

る
か
ご
云
う
ε
、
決
し
て
さ
う
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
彼

れ
は
日
本
柔
遊
の
始
租
で
は
な
い
が
、
當
時
の
柔
道
家
の



頭
に
一
大
刺
戟
を
與
へ
、
猛
ハ
以
前
の
「
や
は
ら
」
に
改
新
的

露
分
ε
新
き
し
き
一
要
素
ε
を
加
へ
、
柔
道
が
今
日
の
如

く
襲
達
す
る
上
に
著
し
き
断
獄
を
な
し
た
入
で
あ
っ
て
、

や
は
り
日
本
柔
滋
史
上
特
筆
す
べ
き
隠
る
地
位
を
占
む
べ

き
人
ご
言
は
ね
ば
な
ら
濾
。

　
何
ん
ざ
な
れ
ば
、
そ
も
、
く
我
が
邦
の
心
立
は
古
來
の

相
饗
に
其
淵
澱
を
螢
し
て
居
る
も
の
で
あ
っ
て
、
…
鎌
合
侃
以

後
は
特
に
武
藝
の
山
面
ご
し
て
士
人
の
間
に
不
燃
練
習
せ

．
躯
れ
、
長
場
組
討
の
用
意
ご
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故

に
相
撲
に
上
手
編
者
は
組
討
に
上
手
な
者
で
、
組
打
に
上

手
な
者
は
叉
相
撲
に
上
手
な
者
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
當
時

に
於
て
は
、
や
は
ら
柔
術
ビ
云
ふ
名
節
こ
そ
な
け
れ
、
其

實
は
や
は
ら
柔
術
は
相
撲
組
討
で
あ
っ
て
、
雨
隠
の
如
く

相
撲
ξ
柔
術
ビ
の
別
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
足
【

．
利
．
時
代
に
入
．
て
か
ら
、
こ
の
相
撲
組
討
が
訳
注
に
二
つ
に

分
れ
、
一
．
方
は
今
日
の
如
き
相
撲
専
門
の
力
士
こ
な
る
の

繭
を
生
じ
、
他
方
に
は
武
人
の
間
に
蓋
附
捕
縛
の
術
ご
結

　
　
　
航
曙
山
ハ
巷
　
　
　
研
「
　
究
　
　
　
藤
讐
兀
騨
ヘ
ミ
柔
遣
の
仏
川
｛
騰

び
附
け
ら
れ
、
寧
ろ
此
等
の
藝
術
の
中
に
包
含
せ
ら
れ
或

は
附
麟
さ
れ
π
や
う
な
姿
で
、
漸
次
爽
達
す
る
や
う
に
な

り
、
足
利
中
期
以
後
重
厚
其
他
の
武
藝
が
盛
ん
に
勃
興
し

て
弦
に
流
派
な
ざ
が
生
す
る
や
う
に
な
つ
．
て
、
初
め
て
從

⇔
來
創
槍
の
中
に
含
ま
れ
或
は
こ
れ
に
附
甚
し
た
や
う
な
姿

に
な
っ
て
居
っ
た
組
討
か
或
は
腰
廻
捕
手
ご
齢
し
、
或
は

捕
手
や
は
ら
ビ
欝
し
て
、
叢
に
分
離
直
立
の
姿
を
生
じ
、

漸
次
登
達
し
て
後
世
の
柔
術
柔
遊
ご
な
っ
た
も
の
で
あ
る

天
上
年
間
竹
内
久
盛
が
美
作
國
久
米
郡
三
宮
の
山
中
に
入

っ
て
修
行
し
、
捕
手
五
條
、
腰
廻
二
十
五
條
を
工
，
夫
創
意

し
て
竹
内
流
の
組
ビ
な
う
し
を
始
め
、
犬
上
祝
勝
ご
云
ふ

正
親
町
院
の
北
面
の
武
士
が
劒
傳
組
討
を
創
意
し
て
、
後

世
の
同
流
者
よ
り
野
心
流
柔
道
の
租
ご
幕
せ
ら
れ
、
或
は

徳
川
時
代
に
入
っ
て
騙
野
七
郎
右
衛
門
が
柳
生
疏
影
流
の

仁
治
の
心
持
よ
り
良
心
新
當
和
を
工
夫
し
、
或
は
關
口
柔

心
が
關
ロ
細
心
流
柔
を
起
し
て
烏
口
流
の
租
ご
な
り
し
が

如
き
は
、
卸
ち
是
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
竹
内
流
の
腰
廻
、
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第
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研
　
究
　
　
陳
元
繋
ε
柔
道
の
始
瓢

扱
心
流
の
組
討
三
男
の
如
き
は
葉
書
術
の
實
際
よ
り
考
察

す
る
ε
、
．
劒
槍
よ
b
柔
滋
に
移
る
中
間
的
の
も
の
で
あ
っ

て
、
寧
ろ
創
道
に
近
く
、
創
遣
の
…
愛
化
癒
用
の
業
こ
も
饗

す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
黒
影
流
の
創
法
の
極
位
心
持
よ
り

工
夫
し
た
幅
野
の
良
移
心
墨
流
和
、
關
ロ
柔
心
の
新
論
流

柔
の
如
き
も
や
は
り
洋
書
を
使
用
す
る
業
が
多
数
あ
っ
て
ザ

只
外
形
よ
り
見
れ
ば
、
同
じ
く
創
遣
の
鍵
憂
慮
用
の
業
に

属
す
べ
き
も
の
、
や
う
で
あ
る
け
れ
ざ
も
、
こ
の
二
流
に

至
れ
ば
確
か
に
剣
聖
よ
り
は
や
は
ら
柔
遣
ご
し
て
の
猫
立

的
基
礎
の
確
立
を
認
め
る
こ
蓬
が
出
來
る
。
換
言
す
れ
ば

騙
野
七
郎
右
衛
門
の
柔
の
理
の
工
夫
論
明
、
關
ロ
柔
心
の

受
身
の
徳
の
創
意
の
如
き
は
今
日
の
所
謂
柔
蓮
の
根
本
原

理
、
並
び
に
業
術
の
墓
礎
を
確
立
し
た
も
の
こ
謂
ふ
べ
き

で
あ
る
。
私
の
今
日
ま
で
の
研
究
に
よ
る
ε
、
菅
野
、
關

口
二
氏
を
中
心
ご
し
て
同
時
代
の
茨
木
直
下
、
寺
田
勘
右

衛
円
満
英
等
の
人
々
に
よ
り
て
愈
改
良
工
夫
せ
ら
れ
、
叢

に
や
は
ら
部
ち
柔
術
が
全
く
車
立
的
の
武
藝
ご
し
て
成
立
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獲
達
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
ご
思
ふ
。
併
し
な
が
ら

當
時
に
潤
て
は
、
此
新
興
の
濫
立
せ
る
武
藝
こ
し
て
の
や

は
ら
柔
術
は
未
だ
後
世
の
如
く
長
く
一
般
の
人
々
に
周
知
・

せ
ら
れ
な
い
で
、
，
一
部
の
人
々
の
み
に
よ
っ
て
修
行
せ
ら

れ
、
漸
く
隆
盛
に
な
る
氣
運
に
向
ひ
つ
、
あ
っ
た
や
う
で

あ
る
。
そ
こ
に
陳
元
賛
が
入
朝
し
て
彼
の
國
の
拳
法
を
紹

介
し
た
か
ら
、
日
夜
柔
萢
の
爽
達
工
夫
を
し
て
居
っ
た
三

浪
士
の
徒
は
更
に
彼
國
の
拳
法
を
贈
呈
し
、
此
れ
を
機
會

に
、
大
に
柔
蓮
の
南
帯
を
な
し
π
も
の
で
は
な
い
か
ご
思

は
れ
る
。
か
べ
し
て
一
方
此
柔
濾
が
其
の
も
の
、
性
質
本
．

來
天
下
泰
李
の
武
家
の
世
の
武
藝
ξ
し
て
最
も
適
態
し
て

居
る
こ
ご
、
陳
元
賛
が
支
那
人
で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
、
に

よ
っ
て
世
人
の
注
意
を
惹
き
、
他
方
に
は
從
來
の
柔
術
家
・

に
一
大
刺
戟
ビ
一
要
素
ビ
を
興
へ
、
叢
に
柔
道
の
登
達
普

及
の
上
に
一
新
時
期
を
劃
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
扱
心
流
の
罫
書
に
直
る
ご
、
我
が
國
で
云
ふ
當
身
の
術

帥
「
難
解
ノ
傳
日
本
二
手
マ
ル
コ
ト
大
明
入
女
元
費
ヨ
リ



傳
來
ス
ト
云
ヘ
リ
元
醤
道
塵
療
ノ
秘
事
也
」
ご
あ
り
、
又

直
心
流
、
匙
倒
流
、
盗
心
流
、
其
他
滞
流
多
数
の
殺
活
法
の

傳
書
に
就
て
研
究
し
て
見
る
ご
、
其
圖
解
を
三
種
に
大
別

す
る
こ
ε
が
各
誌
る
が
、
点
れ
も
頭
髪
衣
類
其
他
す
べ
て

が
支
那
人
の
服
装
を
な
し
て
居
っ
て
、
此
法
が
支
那
傳
來

の
も
の
で
あ
る
こ
ご
は
疑
ふ
徐
地
が
な
い
。
而
し
て
各
流

涙
に
此
殺
活
傳
を
採
用
し
た
時
代
を
研
究
し
て
見
る
ビ
い

つ
れ
も
元
亨
入
朝
以
後
の
こ
ε
で
あ
る
事
が
知
れ
る
の
で

あ
る
。
故
に
是
等
を
綜
合
し
て
考
へ
る
ビ
、
扱
心
流
の
傳

書
に
殺
活
傳
は
大
明
翠
雲
元
蟹
よ
り
始
ま
る
ご
記
し
て
あ

る
こ
ε
は
恐
ら
く
事
書
で
あ
ら
う
。
又
長
崎
邊
に
は
古
く

よ
り
彼
國
人
の
往
來
が
多
か
っ
た
か
ら
假
り
に
陳
元
賛
以

前
既
に
此
地
方
の
人
に
は
傳
來
し
て
お
っ
た
ご
し
て
も
、

未
だ
世
人
の
注
意
す
る
慮
ε
な
ら
な
か
っ
た
。
然
る
に
元

賛
以
後
愈
世
人
の
注
意
に
上
り
、
斯
蓮
の
人
は
直
ち
に

此
業
に
醤
す
み
饗
抗
策
を
講
ず
る
ε
同
時
に
、
其
秘
術
を

輸
入
し
て
以
て
盆
柔
術
の
登
達
を
促
す
に
至
っ
た
も
の
で

あ
る
。
而
し
て
此
殺
活
法
の
傳
凍
は
、
恐
ら
く
今
日
の
軍

事
界
に
飛
行
機
や
潜
水
艇
が
螢
明
さ
れ
た
程
、
當
時
の
柔

滋
界
に
大
影
響
を
輿
へ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
貸
元
緑
十
四

年
に
は
既
に
紀
効
新
書
や
武
備
志
の
中
に
記
載
せ
ら
れ
た

彼
國
の
拳
法
の
圏
を
融
刻
し
、
其
上
に
記
さ
れ
た
註
繹
は

當
時
の
和
文
に
て
翻
潰
せ
ら
れ
、
柳
生
流
の
創
法
の
帯
解

並
に
説
明
な
ざ
、
一
所
に
畠
版
せ
ら
れ
て
居
る
位
で
あ
っ

て
、
如
何
に
彼
國
の
拳
法
が
爾
來
我
が
邦
人
に
注
意
せ
ら

れ
、
以
て
我
が
柔
道
登
達
の
上
に
貢
獄
す
る
薩
が
大
で
あ

っ
た
か
を
知
る
こ
ご
が
出
労
る
。
故
に
蔦
元
賛
を
以
て
我

が
邦
柔
滋
の
始
闘
ご
す
る
説
は
成
立
し
な
い
け
れ
ざ
も
、

私
の
叢
に
述
べ
た
や
う
な
意
味
に
於
て
、
彼
は
や
は
り
我

が
邦
の
柔
道
吏
上
特
筆
す
べ
き
地
位
を
警
む
る
人
ε
謂
は

な
け
れ
ば
な
ら
鍛
。
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